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第５次狭山市総合計画策定に向けた基礎調査等業務委託仕様書 

 

 

１ 委託する業務の名称 

第５次狭山市総合計画策定に向けた基礎調査等業務 

 

２ 委託する業務の目的 

本業務は、第５次狭山市総合計画基本構想（計画期間：令和８年度から令和１７年度ま

で）及び前期基本計画（計画期間：令和８年度から令和１２年度まで）の策定作業に係る

必要な事項について、調査及び基礎データの収集、分析を行うことを目的に実施する。 

 

３ 業務を委託する期間 

契約締結の日から令和６年３月２９日まで 

 

４ 履行場所 

狭山市役所のほか市が指定する場所 

 

５ 委託する業務の内容 

第５次狭山市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定作業に係る必要な事項につい

て、調査及び基礎データの収集、分析を行う。 

① 基礎調査の実施 

ア 社会環境の変化や社会経済の動向等整理・分析 

・ 社会環境の変化や社会経済、国等の施策動向等の整理・分析を行う。 

・ それらと本市との関係及び影響の整理・分析を行う。 

    イ 本市の現況についての整理及び特性の分析 

・ 人口、産業、土地利用状況など、これまでの経過を含めた、各種データに

基づく本市の現況調査の整理・分析を行う。 

・ 近隣、類似団体との比較・分析等による本市の強み・弱みの整理・分析を

行う。 

    ウ 関連計画等との整理・分析 

・ 本市の各分野における関連計画、国・県・広域行政圏の計画や大規模プロ

ジェクトを踏まえた、本市への影響やまちづくりの方向性に関する整理・

分析を行う。 

    エ 財政状況の整理・分析 

      本市の財政収支見込等を踏まえ、課題の整理・分析等を行う。 
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    オ 人口推計 

・ 本市の人口の将来推計を行う。 

・ 人口推計は住民基本台帳を基礎とし、令和５２年（２０７０年）までの期

間で推計を行うこととする。 

・ 人口の調査分析結果については、狭山市人口ビジョンの改定を検討する

際の参考とする。 

② 第４次狭山市総合計画及び第２期狭山市まち・ひと・しごと創生総合戦略の中間評

価 

・ 第４次狭山市総合計画後期基本計画の各施策に設定されている成果目標と、

第２期狭山市まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標ごとに設定されてい

る基本指標及び重要業績評価指標（KPI）の進捗状況を踏まえ、中間評価を行

う。 

③ 市民意識調査結果及び職員アンケート結果の分析 

・ データ化した市民意識調査（１１月実施）及び職員アンケート調査（１１月実

施予定）結果の分析を行う。 

④ 第５次狭山市総合計画基本構想及び前期基本計画の策定体制や策定手法等の検討

に係る助言及び提案等 

・ 令和６・７年度に実施を予定する市民会議等の運営、庁内検討体制やこどもか

らの意見聴取の方法など具体的な手法を検討するにあたって、これまでの他

自治体での受託実績に基づいた適切な助言及び提案等を行う。 

⑤ 成果品の納品 

電子データは、原則、編集可能な形式（Word・Excel 等）と、印刷製本及び webペ

ージ掲載用の PDF形式の両方の形式で提供すること。 

・基礎調査報告書 Ａ４版 単色 簡易製本：２０部 

電子データ：一式 

 

６ その他留意事項 

（１）法令の遵守 

本業務の実施にあたっては、本仕様書のほか、関係法令、規則等を遵守すること。 

（２）権利関係 

ア 本業務の成果品の所有権、著作権及びその他一切の権利は、狭山市に帰属するもの

とする。ただし、成果品に受託者又は第三者の著作物が含まれている場合、その著作

権は、従前からの著作権者に帰属するものとする。 

イ 業務の成果品等に、受託者が従前から保有する知的財産権が含まれる場合には、権

利は受託者に留保されるが、狭山市は、業務の成果品等を利用するために必要な範囲

内において、これを無償で利用できるものとする。 



3 

 

（３）第三者の権利侵害 

受託者は、成果品が第三者の著作権を侵害しないことを保証し、第三者から成果品に

ついて著作権侵害を主張された場合の一切の責任は、受託者が負うものとする。 

（４）秘密の保持 

受託者は、本業務を通じて知り得た秘密の第三者への漏洩、資料及びデータの紛失、

減失、毀損、盗難等を防止するために必要な措置を講じなければならない。 

また、本業務のデータ等の使用、保存、処分等に当たっては、秘密の保持に十分配慮

するとともに、狭山市の指示に従わなければならない。 

（５）損害賠償 

本業務の遂行にあたり、受託者の責めに帰すべき事由により、狭山市又は第三者に損

害を与えた場合には、受託者がその損害を賠償すること。 

（６）疑義に関する協議 

本仕様書に定めのない事項及び本仕様書の内容等について生じた疑義については、

その都度狭山市と協議の上、その指示に従い業務を進めること。 

また、狭山市は、業務の期間中、いつでもその業務状況の報告を求めることができる

ものとする。 


